
　2009年10月23日にいて座に出現したX線新星（天体名：XTE J1752-223）をMAXI *[1]で観測するこ
とにより、新種のブラックホール新星であることがわかりました。従来のブラックホールを、多量のガスを
一気に飲み込む「肉食系」に例えるなら、XTE J1752-223は、ガスを少しずつマイペースで食べる「草食
系」ブラックホールであると言えます。
　ブラックホールは単独では観測することが困難ですが、普通の恒星とペアになったブラックホールでは星
からのガスが流入し始めると、電波からX線までの広い波長で爆発的に明るく輝きだすことが知られていま
す。この爆発現象はアウトバーストと呼ばれています。今回MAXIは、XTE J1752-223が出現してからアウ
トバーストが終わるまでの8ヶ月にわたりほぼ連続的にデータを取得しました。詳しく解析したところ、こ
の星がブラックホールを伴う星であり、ゆっくりとX線の明るさが増加していることを発見しました。これ
まで知られていたブラックホールでは急激なガス流入のため10日以内に明るさがピークに達しますが*[2]、
XTE J1752-223は3ヶ月もかかってピークにたどり着きました。しかも、明るくなる過程は単調ではな
く、２度ほど明るさが変化しない状態にしばらく留まりました。この階段状の光度変化は、これまでの理論
では説明がつかないため、XTE J1752-223は新種のブラックホール新星だと判明しました。

　私たちの銀河(天の川銀河)には太陽の3倍から数10倍の質量をもったブラックホールがたくさん存在して
います。X線はブラックホールに吸い込まれる直前に数億から数10億度に加熱された高温の物質から放出さ
れるため、X線観測はブラックホール近傍の情報を引き出す重要な研究手段となります。
　アウトバーストは流入したガスがなくなるまで数百日にわたって継続し、明るさやスペクトルが時間とと
もに変わっていくので、常時監視していくことが重要です。一般に、アウトバーストの始まりでは高温で膨
らんだガス円盤が形成され高エネルギーのX線を放射します。その後ガスの流入量が増加して光度が増すと
ともに状態が変化し、やや低温で薄く、ブラックホール近傍まで伸びるガス円盤に変化します。2つの状態
がどのように変化するのかよく分かっていませんが、近年はX線で検出した状態変化の兆候を元に電波や赤
外線による観測をおこない、多角的に調べるという研究がおこなわれています。
　2009年7月に打ち上げられた国際宇宙ステーション搭載の全天X線監視装置MAXI(Monitor of Allsky 
X-ray image)*[1]は全天に存在する数100個のX線天体を1年以上にわたってモニターし、変動現象の発
見・速報をおこなっています。
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新種のブラックホール新星XTE J1752-223のMAXIによるX線強度の変化と、各観測時期に対
応するX線カラー画像*を示した。最大光度に達するまでは3ヶ月かかり、最大光度の前と後で
X線像が青から赤へと変化した。 これは高いエネルギーのX線を放出する高温のガス円盤が、
低いエネルギーのX線を放出するやや低温でブラックホール近傍まで伸びるガス円盤に変化し
たことをしめしている。

*2-4 keVを赤、4-10 keVを緑、10-20 keVを青で示した
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補足説明
[1] 全天Ｘ線監視装置ＭＡＸI(Monitor of All sky X-ray Image)

MAXIは2009年7月にスペースシャトル エンデバー号で国際宇宙ステーション(ISS)に運ばれ、若田光
一宇宙飛行士によってロボットアームで日本実験モジュール「きぼう」の船外実験プラットフォームにとり
つけられました。MAXIは全天モニターで、宇宙空間の様々な方向、すなわち天球上の広い領域をISSの毎周
回に観測する目的でつくられた装置です。空間分解能の観測能力では他のX線望遠鏡衛星におよびません
が、ISSの周回にしたがって約92分の1周回での88%を、1日では96%を観測することが可能です。過去の
全天モニタと比較して10倍近くの感度を達成できるので、MAXIはX線で輝くあらゆる天体の変動を連続的
にモニタすることや、新しい天体の突発的な現象を探るのに適しています。 2009年8月はじめから現在ま
での1年以上にわたる観測で、我々はブラックホール連星や中性子星連星などのX線天体の変動現象を多数
捉え、国際的なコミュニティに対して50件ほどの速報をおこなってきました。

また、これまでの全天モニタとは違い、変動をモニタするばかりか、MAXI単独でもエネルギースペク
トルを取得して詳細な科学的解析をおこなう能力があります。

MAXIに関するより詳細な情報はこちらを参照してください
理研による概要と公開データのページ(現在220個余の天体の光度曲線データが毎日更新されています)
http://maxi.riken.jp/
JAXAによるMAXIの紹介とサイエンスニュース
http://kibo.jaxa.jp/experiment/ef/maxi/

(左)「きぼう」全体の写真、曝露部の手前側にあるのがMAXI ©NASA
(右) MAXIによって取得されたX線による全天の画像、ここに映っている天体は中性子星やブラックホール
などとふつうの星を主星とした連星系天体の他、超新星の残骸、活動銀河、銀河団など多様である。(MAXI
搭載のガススリットカメラ: GSCで取得したもの。暗いものまで含めて数百もの天体が検出されている。） 
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[2]これまで知られている代表的なアウトバーストの光度曲線との比較

　過去のものは、急速に増光して10日以内にピークに達していますが、XTE J1752-223は2
度の停滞期間を含みながら階段状の光度変化を示し、90日程度で最大値に達しています。一
方で、ピークに達したあとの指数関数的な減光はこれまでのものと共通しています。
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